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がん告知を巡る過去20年間の推移とその問題点
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59.7% (告知58.0%)、 「家族に」が70.9% (告知70.2%)、 「知らせて欲しくない」







































































































































































































































































l I ] が ん 告 知 の 是 非 に 放 い て [Ⅱ] 末期の延
命治療 に就いて

















































































朝 E] 新 聞 社 が ん 全 般 61 約70 34 37 48
ゥ 昭56 (1981) 浜 松 医 大
大 原 教 授
が ん 全 般 1-3 7
ョ
昭58 (1983 ) 1- 12
(1986 . 6)
厚 生 省
「がん告知実態禰杢」 が ん 全 般 0.6 19 20.4
㊨
昭60 (1985 ) 9. 9
(1986 . 6 .ll)
耳 生 省
「保健a i生基礎調査」 胃 が ん 56.8 60.9 53.0 20.7 19.2 22 .8 16.0 43.9
ゥ
昭60 (1985 )
(1987 . 2 . 5 )
九大 (医 )手 嶋 畿 師 が ん 全 般 3-2 18.3 約40
⑥
平 成 1 1989 )
3 .15- 16
朝 日 新 聞 社 が ん 全 般 59 34 2 1 64 37 4 0
ゥ
平 鹿 2 (1990 ) 6 月
199 1. 5 .25
厚 生 省
「保健福祉動向績杢」












平 成 3 (199 1
8 .30 - 9 . 1
199 1. 9 .22)
毎 E] 薪 精 杜 が ん 全 般 20 77
⑨ 平 成 3 199 1 7 月
(1992 . 9 .14 )
厚 生 省 研 究 東 末 期 が ん 14 46 19 14 17 68
⑬
買整i .) 圭誓 )
厚 生 省 が ん 全 般 18.2 42 .5 25ユ
㊨
買t 5993 ) 3 n. 8 . 4 ) 畢 生 省
末期医廉にI する国民
の意義舞圭 等検村 会
末 期 が ん






1993 . 6 .ll )
毎 El 新 聞 社
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り方の検討会」は、末期がんの告知問題に就いては、残された時間を患者が最も必
e ° ° ° ° ° ° ヽ ° ° ° ° ° ° °
要とする事に充てられる点などを挙げ、 「一律の告知は適当ではないが、告知は有



























































































































































































































































































































































































































































































































96. 3. 6 (米) S.F米連邦高裁「安楽死認める判断」。末期患者の安楽死の為の薬
がん告知を巡る過去20年間の推移とその間蓮点 109
物処法をした医師を罰する1854年制定のワシントン州の州法、 「死の権利」
を侵害し達意と11人中8人の判事の多数意見で。ワシントン州内の末期患
者3人と医師グループが提訴、判決は1994年可決のオレゴン州の法律にも
言及、 「十分な判断能力を持つ末期患者は尊厳を保ち乍ら死を選ぶ権利が
あり、自ら死を選ぶことは無分別とは言えぬ」と。
3.12東北大、老人性痴呆症、脳中心部の二つの器官の萎縮に由来するとして、
萎縮器官を特定、同症に光明。
3.15東大、湯本助手、アルツハイマー病の「アルミニウム原因説」で市民団体
や水道業者、メーカー対象に研究会。神経に強い毒性あるアルミニウムが
脳に入り蓄積され得る事を証明。
4.24鹿児島TV社長、上園辰巳氏(71)、肺がんの診断で社長退任(6月)し、
「がんと闘う」と宣言。
96. 5. 2大阪地裁、がんでないのに、がんと宣告され入院、抗がん剤の投与を受け
たが、他の医院で、がんに非ずと診断された会社員(54)が、多大な精神
的苦痛を受けたとして外科医院と医院長に1,200万円の損害賠償を求めた
「がん告知訴訟」に「不用意な告知」として100万円の支払い命令下す。
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